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今月のトピックス 「高利回りが期待できるインフラファンド」 
 

配当株と人気を二分してきたＪ－ＲＥＩＴ（不動産投資信託）の旗色が悪いようです。６月末には、

東証ＲＥＩＴ指数は１年４ヵ月ぶりに節目の１７００ポイントを割り、全銘柄の分配金平均利回りは

４．０％超に上昇しています。４．０％にもなれば、その利回りに着目した買いが入ってもよさそうです

が、資金流入があったとの噂は見聞きしません。オフィスの大量供給が予定されている２０１８年問題の

ほか、Ｊ－ＲＥＩＴを投資対象とする毎月分配型投資信託からの売りが止まっていないからです。毎月分

配型投資信託からの売りは、金融庁の指導による影響が大です。曰く、複利効果が期待できない毎月分配

型投資信託は、顧客の資産形成に即した商品ではないと明言し、販売現場では、同投信の売れ行きが急減、

かつ売却（解約）が五月雨式に出ていることが大きいようです。筆者は、個人投資家の全てが複利効果を

求めているわけではなく、配当金などを定期的に受け取る単利型の運用を好む投資家もいると思うのです

が、現金融庁長官の頭には「単利運用」という概念は、残念ながら皆無のようです。 

 

株式はともかく、Ｊ－ＲＥＩＴの需給改善が当面見込みにくいことから、新たな高利回り商品として「イ

ンフラファンド」に注目してはいかがでしょうか。インフラファンドとは、投資家から資金を募り、太陽

光発電所や道路、空港などのインフラ施設に投資する金融商品で、例えば太陽光発電なら売電収入を得て、

投資家に分配が行われます。投資家は景気に左右されず安定した収益が期待でき、国や自治体はインフラ

事業に民間資金を誘導でき、さらに財政負担を軽減できるメリットがあります。 

 

２０１７年７月末現在、３銘柄のインフラファ

ンドが上場されています。市場規模が小さく、機

関投資家の資金が入りにくいという流動性懸念

はありますが、機関投資家の決算等がらみの売買

に翻弄されにくいプラスの面もあります。３ファ

ンドとも太陽光発電設備に投資する商品ですが、

いちご投資顧問が運用する「いちごグリーンイン

フラ投資法人」に注目したいと思います。同投資

法人は、不動産業を営むスポンサー（いちご株式

会社）により建設された強固で安定性の高い発電

所に投資しています。分散の効いたポートフォリ

オにより地域性リスクも最小化していて、１日ご

との発電量や、ライブカメラを通じた現地の様子

をＨＰ上に表示する等、積極的な情報開示に特徴

があります。太陽光発電は、一定の価格で電力を買い取る固定買取制度により、２０年間の買取期間が決

まっています。一度確定した買取価格および買取期間は、一定の例外的な場合を除いて満期（２０年間）

まで変更されることはありません。安定した売電収入を得ることができるため、同投資法人は１０年間の

長期業績予想を開示しています。６月３０日が決算だったため、今期からの９年間の平均分配金額は７５

７３円。７月３１日の終値、９万９５００円での配当利回りに直せば、７．６１％の高利回りとなります。

７月３日付けで新たに発電所２件を取得したことにより、分配金は１７．７％の増配が予想されたばかり

です。将来、発電所をさらに取得すれば、再増配も期待できることでしょう。太陽光発電は政府が決める

売電価格が開始当初の２０１２年から半値近くまで低下。成長力は期待できないものの、株式やＪ－ＲＥ

ＩＴと比較するとかなりの高利回りで分配金の減額リスクが低い商品と言えます。覚えておいて損はない

と思います。 
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